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や か で 大き い
。 実va（4）の 場合 は 更 に 回復 が 速 い 。 ま

た ， 以 上 を抵抗の 等価回路 に して ，測定 した i ，v 、，

V2，細 胞 1 の 実効抵抗 R
ユ， お よ び算出し た 細胞 H

の R ， よ り，細胞間隙の R
，，接合部膜 の R

， の 変

化 を 推定 し た
。

ウ ニ 奇型胚 の 回復物質の 精製

　　　　　 藤原昭子
・
安増郁夫

（早 稲田 大 学教育学部生物 学教室）

　 ウ ニ卵発生 過 程 で ，特 定 の 時期 に ク ロ ラ ム フ ェニ

コ ール 処 理 を行うと ， 奇型胚 が 生 じ ， 量的 に RNA

合成 も 異 常 に な る 。 こ れ に あ る 期 間 の ウ ニ 胚 の

hemogenate を 与 え る と，奇 型 胚 に な るべ き 胚 が 正 常

胚 に な る こ と は す で に報告 した 。 今 回 は そ の うち ，

受精後 3 ま た は 4 時間目 に ク ロ ラ ム フ ェニ コ
ー

ル を

2 時間作用 させ て で きた 奇型 胚 （BType ） を 正 常

胚 に 阿復 させ る物質 （受 精 後 5時 間置目 の ウ ニ 胚 の

homogenate （β）を Sephadex 　 G −25，　 G −10，　 Diafio

な ど で 精製 して み た と こ ろ ， 出発 し た サ ン プル の 約

500倍 の 活性 の あ る サ ン プ ル を 得 た 。 こ の 物質 は 272
m μ あ た りに 吸光度の ピ ーク が あ り ， 0．DO ．　41mg

で あ っ た 。ま た フ ェノ ール 硫酸法 で 環 元 糖 は 零，＝

ソ ヒ ド リ ン 反応 で α
一ア ミ ノ 酸を 検 出で きた 。 更 に

こ の 物質 は G −10 の フ ロ ソ ト近 くに 出て く るの で ，

分 子 量 は 約 1，00吶 外 と推定 さ れ ，低 分子 の ペ プ タ

イ ドで は な い が と考 えて い る 。

ウ ニ 奇形胚 （ク ロ ラ 厶 フ ェ ニ コ ール 処 理 ） の RNA

合成 と回復 物質 の 作 用

吉見 孝人 ・藤原昭子
・
安増郁夫

（早稲出 大 学教育学部生 物学教室）

　ウ ニ 胚 の 発生 初期 に Chlorumphenlco1 を 与え る

と様 々 の 奇形 を生 じる が ， 20°C で 受精 後 4時間 目

に 2 時間 Chl を作 用 さ せ た も の （Chl．4） で は そ れ

以 後 の RNA 合成が 正 常 胚 よ り高ま り， 3 時問 目

に 同様 に 作 用 さ せ た もの （Chl ．3） で は低 下す る の

が 見 られ た 。
Chl 処 理 後 の 胚 に 受精後 5 時間 目の 正

常胚 の honogenate 　（こ れ を βと 名付 け る） を与え

る と 奇 形 は 回 復 し，RNA 合成 は （Chl，4） で は低 下

し （Chl．3） で は高ま りと もに 正 常胚 に 近 い レ ベ ル

に な る 。 正常及 び Chl 処 理 胚 に 受精後監25 時 間 目

に 30 分閼
i‘C −Uridine を と りこ ませ 直ち に 抽 出

し た RNA を sucrose −−density−gradient で 分 け る

と rRNA 分画 よりも重 い 部分 へ の
コ4C −Uridine の

と りこ み は 正常胚 で 最も高 く，Chl 処 理 の もの は β

の 投与 に 関係 な くこ れ よ り低 い こ とが 分 っ た 。 し た

が っ て 奇形 の 回復 と こ の 分画 で の RNA 合 成 量 と

の 問に は直接の 関係は 見 られ な い と 言 え る が ， こ の

分 画 の RNA の 質 に っ い て 何 か マ
ー

カ
ーを 用 い て

の 検 討 が 今後必要 で あ る。

ウ ニ 胚繊毛 の 膜 た ん ぱ くに つ い て

雨宮昭 南 （東京 大 学 理 学部動物学教 室 ）

　ウ ＝ の遊泳胞胚 を ，

− M の 酢酸 ソ ーダで 処 理 す る

と繊毛 が か りと られ る。 こ の ．繊 毛 をか り と ら れ た
『

胚 を ， 正 常海水 中 に 戻 して 飼 うと ， 繊毛 が再生 して

くる事 が 知 られ て い る 。 最初に か り と られ た繊 毛 ，

及 び ，再 生 し た 後 に か りとられ た 繊毛を ， そ れ ぞ れ

集め て．EDTA −Tris　HC 】 バ
ッ フ ァ

ー液 で ．24 時間

透 栃 し た後 ，O．　6MK 【 液 で 18 時間処 理 す る と，

繊毛 の溝造 の うち ， 微小管 ， arm ，
マ ト リ ッ ク ス な

ど は 除 か れ て ， 最後 に繊毛 膜 が 残 る事が ，電 子 顕徴

鏡 で 確認さ れ た 。 得 られ た 膜画分 の 量 は ， 最初 の 繊

毛 の 量 に 比 ぺ て ， 蛋白質 に して ，origina1 の 繊毛 で

お よ そ 45％ ， 再 生繊毛 で 30・− 40％ で あ っ た 。 こ れ

ら の 膜 の ア ミ ノ 酸組成 を 調 べ た と こ ろ ， original の

繊 毛 と再生繊 毛 で は ， か な り似 て は い るが ，や や 異

っ た 組成 を 示 し た。再生繊 毛 の ア ミ ノ 酸租成は，同

種 の ウ ＝の 精 子 の 微小管 の ア ミ ノ 酸組成 と ほ ぽ 完 全

に
・．

致 し ， ま た ，ネ ズ ミ 肝 細 胞 の 細 胞 膜 と も， か な

り似て い た 。

ウ ニ 胚 の 色素形成一 一生合成 と酵素 活性 に つ い て一

浅島　誠 （東京大学理学部動物学教室）

　 ウ ；胚 の 発生 に おい て ，嚢 胚 初期か ら問充織細胞

中に あ らわれ る色 素（エ キ ノ ク ロ ーム ）を SephaClex
LH −20 カ ラ ム ク ロ マ トを行 う と，異った 3 種類 の

色 素 に 分離 さ れ ，そ の う ち の 2 つ は 嚢 胚 期 に ， もう

1 つ は プル テ ウ ス 期 に 出現す る 。 そ れ らは 発 生 に 伴
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